
進路だより  

 

「入試で使うものの準備」を早めにやっておきましょう！  

 持ち物の準備は早めに始めて、もし足りない物があったら 11日（土）～13日（月）に購入した方がよい 

ので、早めに連絡させていただきます。（直前では売り切れているかもしれません。） 

 

◎準備は１週間前から （前日になって、足りないものが見つかると心身ともに疲れてしまいます。） 

  ①受験票（なくさない工夫をする）      

  ②鉛筆。消しゴム                      

  ③三角定規・コンパス                  

  ④弁当（必要な場合）                

  ⑤上履き（必要な場合）             

  ⑥交通費・パスモ・スイカ（多めに準備）  

  ⑦ハンカチ・ちり紙 

  ⑧腕時計（計算機能・辞書機能付きは禁止） 

  ⑨生徒手帳（受験番号・高校電話番号を記入） 

  ⑩カイロ（着脱することで温度調整できる） 

  ⑪その他（実技試験がある場合の準備等） 

  ⑫休み時間の勉強道具 

  ⑬名札（前日、中学校からの持ち帰り忘れに注意！！ 

電車やバスの中でははずして、受験会場に入ってからつけるのがよい。 

帰りは会場ではずして、電車やバス内ではつけない。） 

 

    ☆鉛筆は余分に持っていくこと。濃さはＨＢ以上。シャープペンはＢくらいが望ましい。 

   ただしシャープペンの使用を認めていない高校もあるので要項でしっかり確認すること。 

 

 

◎試験会場の場所をもう一度確認しておきましょう！！（生徒募集要項などで） 

高校説明会は第２校舎だったが、入試は少し離れた第１校舎で実施という高校もあります。 

生徒募集要項などでしっかり確認しておきましょう！ 

 

以前、大学の付属高校を受験した生徒の場合、高校に到着したら係員から「あなたの受験番号だと、 

この会場ではありませんよ」と言われ、駅までもどり、電車で３駅移動したことがありました。 

その生徒は時間に４５分くらい余裕を持って家を出発していたので、ぎりぎり間に合いました。 
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持ち物チェックリストの例（あくまでも例です。） 

自分の受験校の募集要項や受験票などに持ち物が書いてあると思うので調べておきましょう！ 

  項  目    注 意 す る こ と チェック 

１ 受験票 これが一番大事！小さな紙切れだけどとても重要なもの。２校以上受験する

場合には学校名を確認する。間違えて違う学校のものを持っていかないよう

にする。 

 

 

２ 生徒募集要項 試験会場の場所をしっかり確認する。説明会は第２校舎だったが、入試は少

し離れた第１校舎で実施という高校もあるので、要項でしっかり確認する。

電話番号、集合時間、受験上の注意を確認する。 

 

 

３ 

 

筆記用具 

 

多めに持っていくと精神的余裕になる。濃さはＨＢ以上。シャープペンはＢ

くらいが望ましい。シャープペンの使用を認めていない高校もあるので募集

要項でしっかり確認する。 

 

 

４ 消しゴム 良質なものを２個くらい  

５ 作図用具 三角定規・コンパス等  

６ プリント 事前指導のプリント（今後 配布いたします）  

７ 弁当・水筒 消化のよいもの。飲み物は温かいお茶などがよい。（必要ない高校もある）  

８ 腕時計 説明会の時、教室に壁掛け時計があったので試験に腕時計を持っていかなか

ったら、時計が壁からはずされていて時間がわからなくて全然実力を発揮で

きなかったということも過去に実際にあった。長・短針のついたものがよい 

（好みにもよる。デジタルでもよい。） 計算機つきのものは不可。 

アラームは切り、音が出ない状態にしておく。 

 

 

９ 交通費 

スイカ等 

額は少し多めにし、小銭を入れておくとよい。（バスに乗れない時にタクシー

を利用するなどの可能性もあるので、多めに持って行く。） 

 

 

10 上履き 学校ではいているもの。前日の持ち帰り忘れに充分注意する。 

落書き等ないか早めに確認する。（必要ない高校もある） 

 

 

11 

 

生徒手帳 

 

身分証明書の代わり。中学校の電話番号もわかる。緊急連絡先等をメモして

おく。受験校の電話番号、保護者の勤め先の電話番号、受験番号など 

 

 

12 ﾊﾝｶﾁ・ちり紙 ティッシュは多めに。  

13 入れ物 バッグがよい  紙袋等は不可  

14 雨具 雪が降ることもある（雪・雨の場合は予備のソックスを持っていくとよい）  

15 防寒具 上着の下に着られるようなセーター等を用意するとよい。その際はみ出して

だらしない印象を受けないか充分注意する。その他、手袋・マフラー等。 

 

 

16 

 

カイロ 

 

つけたりはがしたりすることで温度調整ができる。 教室は暖かいが、 

待機場所が寒い時などに役立つ。（ひざ掛けは不可←カンニング防止） 

 

 

17 名札 電車やバスの中でははずして、受験会場に入ってからつけるのがよい。  

18 会場への地図 事前に当日と同じルートで会場まで行っておくとよい。  

19 勉強道具 参考書や要点をまとめたものなど。試験中はバッグにきちんとしまうこと。  

20 その他 実技試験がある場合の準備等。また受験票や募集要項に書いてあるもの。  

 


